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硬膜外脊髄通電療法はすぐれた除痛法として,特に慢
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同法を施行し,良好な結果を得た殿で報告する.疾患は
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を中心をこ留置し,3/-且郡岩の刺激頻度で行った甲3例

であった書3例に埋め込み繭を施行Lたセ搾済機序は不

明であるが,通電碁こよる後角神経活動の変化や血流改善

効殿が考えられる書しびれの発症機序約解明やその治療

法の確立をこ硬膜外脊髄通電療法の寄与が期待される.

1--I~)(-it闘tt･中畑溢Ir･腹冊子湘照明良し11JjLコト
ニン収縮反応に†∴圧,l'tl目 し丁雄三響.::

鮒 落宴を霊爵_苦学連
晶侶津!/,'Jト藻

iJ-L'銅LI-郎･llLIt:､[立･ir:＼麻酔t:t ノ
森叫 畔､し

髄膜酸ガ又分圧及び蔵炭酸ガス分圧時のセ｡トエソ敵

管反応性を声摘出]5十貰脳底動脈き中東凝動脈及び腐側奪
う抽勅蝋∵比較検討工 :lr-iri)し'りご(-､増土轡;'七十ト･一寸Lj

鏑後れブスタjイド殿開巻-を検索するためメソドメ厨シ

ソ存在下で同様の検討を行､p-)た.その結果9髄膜酸ガス

藤田三時及び高炭酸ガス分圧時のセu卜エソ戯管収縮旗艦

は亨血管の部位をニ〟よ相異なることがわか1-)た,イソドメ

'1∴ 誌t-(I()ごし宮川巨対日kl<■l伏動蝋で言粧TJp-し月J.

中大脳動脈,腐側脊髄動脈では影響し 戊鮎管部位をこよる

喜讃CO2g∋影響酌稽適に内因捜プロ深紫}イドの関与が

示唆された.

151エニトtf日日-上る脳血管収縮Fli応ハ
特異廿.;=チ+,fi-t捕り

津免罪 濠 榔 森吉藍窓爵苦学∋革表裏貰う

近年,東口)左Irll甘収縮的FFiHl(htk右目亮T一局一石i_:

さ･IILた.･二:IA-;:.摘出L+L用rflr'I用㍉服代動脈及こ珊1人脳

動脈)と体血管∈冠状動脈及び腎小葉間動脈)に於ける,
E'I~'叫rl汗巨il=L二性を寸ヒ輿棟t.:j巨∫∴ 謹∵∴1工Tに.1､∴て丁

収縮させた脳彪管をこ対する麻酔薬の影響に-1)いても併せ

lO▲15

FLk討した..脳rflt骨汗心.腎血管r｣･とこぺI.IT昌十日､感

受性が約2-望95倍蔵かった,監Tをこよる収縮を轄抗す

る闘志サイオペソタ---ル亨ケタミソ賢ジルチアゼムの高

ジルチアゼふは細胞膜をこ於搾るCa流嵐を済ま害すると

言われている.従-T3てチEpYの戯血管収縮機序は細胞膜
∴畑巨:-(';1流人∵∴樟:､.LL:_考∴十㌦卜.丁,.

16､):jL･,･卜脳･作髄誘発揖帖､ナ伎訂一打卜押津L.

博li]定十･藻IrE てJJk
佐藤由紀来車~下地 恒叡軽震品 窺叢き

脳脊髄電位の前後鮎刺激をこよる同時導出モデルを用い

凍乱 )が中枢神経に及ぼす影響を検索Lた良

]言上卜i:_こ､､~対象:＼＼･riトーこLr木酢戊熟-I,守ノ上伸∴ 頼

鰹翻こ.ケタミンを経A,L窺管切開し人工呼吸経をこ接続タ

li-E3換気選 押す)を語意Lた.麻酔線路はケ汐ミソ予解

他種言,､二','-I∴･-,∴~二甘J∴ 前､lll〕パ輔上川一･皮

下に針電極を刺AL刺激電極とした.前頭′酎二親新一-]レ

電極を装着L脳誘発電位 (CEP)また蔑膨東部と歴鮮

東部の確聞靭帯をこ針電極を刺AL分節性脊髄誘発電位

くseg-SC㌘)と巣分節性背面陽性電位 服S畳語)を導出L

I'∴ lIこト1: r丹生畔導出撞.1く∴(､十_I:/トl7--r‖号

し'､＼'rハ(1言謹[;∵1昔定.再二ゝけ∴肯換'く豆軽､lt⊥L＼_LJ十.1:

結E･il_校了考牢:1くAC言('ト二_I-パ即日:吐長､裾頼み

減感惑させたため駄 逮機構を抑制せることが示唆された鼓

ソを介する第-次求心性線維殿腕骨藤 津AD)を抑制

L,更に潜髄より上位の中枢を介す:5ブザ-ドバツjjP盛黒

目町制十上巳__考L:L･rf一.ナt,fJ.. ･Jj.1く;u∴豊ⅠTt'帖恥一

十二:〉王lSl'こ成増J1-さ廿仁∴(-_;l']L上､､lI,l'･li_1-刺激に~.L.

るブイ--ドバ,iタ機構が鼎なることが示唆された,

irJ'､･上肢細則本件感′洋誘発電位LSF二Pl了1
1'用11::･作髄外卜描i域におけ:::,L心f臣㌦こ1-(左

佐藤 栄(新潟大学牽幣外陣挙教室う

画像し1~､-ごtで言出T:病変決定が困難左恥貼･..吋上 SIl.:i)

を済いた頚髄病変殿より正確なレベル診断を検討した書
【方法】手関節部神経刺激i∴お･L､∴ Nゝ).Nll.Nlこう,

N20を測定し恥棚･…∃潜時をL帰日､叫l恒_比較し了∴【結



lけItl) 新潟医学会雑誌 第摘;藩巻 第且2尊 平成元咋及2j湧

皇】し':1.('.I:-■~畑調摘汗舶細工情二十ト'､JELIz神結

仁風 Tl知覚髄節を頚髄入日部とする尺骨神経U)N9

掴ま且娃鎧は矛単数でなく複数が洩磯髄節障害で起こる
A_EL･lrL∴_ト∴;:1∴NtlNil:＼】l＼.1二言十㌦いい子･

十言.Ll.廿l叫豆トト:I-∴日:.㍉∴'i上巨十･∴･L.朝∴.杏.f守一

かど),頚椎症性脊髄症など多椎♭〆ぺ叫影dI迫を呈する疾患

e)責任しペ叫ノ軽震や男多発性硬化症など削蔦を認㍍痛い

十こLlr∴車号･畑ノ1招.上.再症.∴ミ;-.･∴ ･巨 r潤いし車こ帖

増大と乱闘を3潜時呈描賢化は,除粁術後t?洩て覚緋簸維客観

的指標になると考えにぅれた,

カテコ船アミン分泌

- 机 警洛 嘉男学)
藤規 的E:(同 麻酔科)

(iB齢 等紺を蔓j激時がき分泌応答特性∴を解析LたすN宜刺激

に点るノ雛鳥冒､は鰍液卵ここ認諾や濃度がi給血M損首､心ではは

とんと′柳で鉦写れる,また,外液-＼mr品最iPirもe(過)uMう

絹糸加に上-ド)て尊さ分泌は抑制された.-藩:,王与K刺激に

L'l,.主上∴ 1ti.,′＼lll妻.仁丹し仁了 ∴仁､ril工'F=｢~

.I-∴ j̀吊l=｣言.∴十∴弓▲･､上.111､i･.い1.Nl刺澱十･

仁了 し､h;i川lL､L:;:､∴井波t､こIu'+/}･_･服車f_iJ立[::;一･JjrJ誘導十

ノて‥'､∴吊上 川く･帖町∴｢.し';ill"r,パ樟廿十二十:∴l

は殿なる経絡をこよるmv息汁の導Åとが分泌に関与一句する

.̀二:守雄HTIL十三∴

特 別 講 演

逢うオピオイドかセブタ--と細胞t瑚雛星組三速系

上告･Ji､守p:.;'1;:'甘辛理.､1-守ll_辛

挽 極 j公 道教授

:....'･出品l=;iTll:臍-日日tlI.<t､h',=liL､(斗1･(･hr;ll

E.:lllitL▲-＼し､iLi日.<t.i

Ll川11いIl＼lll(ll(..･IH11品-きこ'(-.I)叩Hl･tmい=t

･-l'Ntt=mll‖Ll:.r
】-1･吊＼＼JJl=nl_＼.I-吊扇川､Ili

3)脳死を漬ぐる渚問題

大阪大学特殊救急部

杉 本 祝教授


	103(12)_1029-1046 17
	103(12)_1029-1046 18



